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日本藻類学会第4回春季大会講演要旨

(1) 井口隆夫z アラスカ・ JJ，イーズ湖およびその周

辺池沼のケイ藻

1978年 8月に，ルイーズ湖で6地点 8資料，その周

辺に散在する池沼で 10地点 27資料，ワンダー湖やデ

ナリ高原の池沼で 7地点 16資料の計 23地点 51資料

を得， 40属 350分類訴を得ている。

採集した池沼は，Jレイーズ，ワンダーの両湖は透明

な水色で pHは 7.8-8.5を示した。他はいずれも志賀

高原湖沼群に見られるような湿原状の池沼で，水色も

禍色であり，その特性を示していたが， pHは6.8-8.2

を示し，志賀高原の 4.9-6.6(演者未発表資料)に比較

すると高い値であった。 N.FOGED (1971)はパロー

付近の池沼で pH8.0を得ている。

演者の他の圏内での山地の湿原状池沼の資料では，

いずれも Eunotia属の種類数が最も多く， pHは低い

{直を示している。今回得た資料は pHが，このよう

な湿原状の池沼としては高い値において，多種類の

Eunotia属を見い出し，また種類組成においても， 2， 

3の興味ある結果を得ている。 これらの点を中心に報

告する 。(神奈川県立座間高校)

(2) 畑田太美子z羽東川の付着藻類

羽東川は，大阪湾に注ぐ武附川の一支流であり，大

阪府能勢町天王に~Jj(を発し，山1m，村落，田知l時を約

26km流下して神戸市道場町の千苅貯水池にi-I:.¥'、で

L 、る。

泌者は 1978年 5月に上記河川の上流部，即ち兵I.'{県

と大阪府の境界より約 8km下流までの問で，5地点に

ついて付着藻類を調査した。本調査で同定した符i類数

は 13科 26属 80樋 47変種で合計 106種類を数えた。

比較的種類の多い属はぬ'Vicula，次いで Surirella，

GOI1ψ1/OIIemaであり， また各調査地点における優占

種は St.1: Na'vi・atla CI)l•ρtocψhala， St. 2: Coc-

cOlleis placentllla var. lilleata， St. 3: Fragilaria 

vaucheriae， St. 4: CYlllbella turgidula var. 11砂-

pOllica， St. 5: Cymbella turgidllla var. lIippollica 

で-あった。これらの優占種は 1969年 11月， 1973年12

月に神戸市水道局が調査した時のものと異なってい

た。なお/1:1現種を水質汚潟との関連で考えると今回調

査した流域はP中腐水域-a中!腐水威を示しているも

のと推定される。(兵庫県公害研)

(3) 安藤一男 z埼玉県深作沼試錐コアのケイソウ分

析について

深作沼は埼玉県大宮市の東側の沖積低地にある。

1978年 4月 17日から 4月 21日にかけて，この深作消

の南側の地点で，ロータリー型ハンドフィード式試錐

機を使用して試捌が行なわれ，干し径5.5cm，採掘進長

17.05 mのコアが1¥t-られた。

演者はこのコアからほぼ等間隔に抽出された 28サ

ンプルについて，過酸化水素処理，酸処理をした後，

Pleurax封入のプレパラートを作製して，含有ケイソ

ウの同定ならびに計数を行なった。次いで，各サンプ

ル中の種類の環境に対する適応性から，当地域の古環

境を推測することを試みた。さらに，同一試料を用い

て行なわれた花粉分析の結果との比較検討も行なっ

た。その結果，当コアはケイソウの極分に対する性質

を;広準にすると，次の 5分帯に大別された。①サンプ

ル1-5，深さ， 0.24-2.70 m，淡水産ケイソウ帯。③

サンプル 6-15，深さ 3.51-10.30m，海産ケイソウ帯。

③サンプル 16-21，深さ， 10.68-13.45m，淡水産ケイ

ソウ帯。④サンプル 22-お，深さ， 13.91-16.15m，貧

ケイソウ帯，非常に稀に海産積。⑤サンプル 27，28，

深さ， 16.60-17.05 m，淡水産ケイソウ帯。これらの分

析結果と， 14C による年代測定，および当地質柱状図を

考慮すると， 25300年(:t1040年)の聞に 2回の獅進

が認められた。また，当地域の古環境についても若干

の知l見 が 得 ら れ た 。 ( 鳩 玉 県 立 豊 岡 高 校 )

(4) 0福島博*・小林艶子料z河川付着藻の優占

穏と，その生育現境とくに BODについて

生物指標の研究が近年盛んになってきているが，付

着藻の生育環境と水質との関連性を追及した論文が少

ない。演者らは河川の付着藻敏生と，その地点の水質

を同時に調査しているが，磁占鍾とそれらのみられる

水質の BODとの関係を一応まとめたので報告する。

伊東女体大，林横浜市大)

(5) 印東弘玄・ o寺尾公子・福島博 Go酬 'l)ho・

飾的IUtU'lIgU，St(t.t.ttlltの分類学的検討

利恨川の交流広瀬川1(群馬県)で多量に本衡が生育し

ていたので，この資料を常法に従L、永久プレパラート

を作成し，約 300個体を顕微鏡写真に撮影し，それぞ

れをえ.000倍に引き伸して， 形態変異の状態から分類
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学的検討を行なう。 (東女体大)

(6) 0福島博ホ・須貝敏英料z 羽状ケイ藻 Cltm-

beUa Ve1i必I'icos“の分類学的検討

Cymbella velltricosaは変異性の強いケイ藻の 1種

で，多くの taxaに細分されている。今回荒川の資料

で約350個体を顕微鏡写真に線影し，それぞれを 2，000

倍に伸して，その写真について分類学的検討を行なう。

伊東女体大，料埼玉県公害センター)

(7) 福島博・o篠田直美・沢井真理子・寺尾公子・

印東弘玄z 羽状ケイ藻 Nα凶側la酬 uit仰 の 分

類学的検討

Navicula 1Iluticaは有機汚濁耐性の強いケイ藻で

有効な指標種の 1種といえるが，僅かな形態の変異で

多くの taxaに細分されている。今回江戸川水系で多

数生育していたので，約350個体を顕微鏡写真に娠影

し，それぞれを 2，000倍に引伸し，その写真によって分

類学的検討を行なう。(東女体大)

(8) 0岡本直子・岡崎恵視z石灰紅藻ケコナハダの

石灰化開始部位について

藻類の石灰化機構を解明するためには，石氏化部位

への Ca2+ と CO~- の供給や濃縮の仕組が重要であり，

その仕組は石灰化が実際に起きる部位の形態学的な知

見から手がかりを得ることもできる。

そこで演者は，石灰紅藻ケコナハダについて石灰化

部位の形態学的特徴を電子顕微鏡で観察した。観察は

主に藻休の髄部.)文層(同化部)，及び先端の ageの若

い部分について行ない，次のような結果を得た。

1) 鎚部では針状の CaC03結晶(長さ約2μm)が

細胞間隙に分布し，細胞質中や細胞慣にはみられない。

2) 皮層では髄部より太い多角柱状の結晶(長さ約

2μm)が髄部と同様な部分で観察される。

3) 先端部では，若い細胞が周囲に有機物質を分泌

し，その細胞の生長に伴なって， flli表面の有機物質中

に微少な針状結晶を形成する。その後，結晶は次第に

その有機物質中全体に広がる。

以上の結果はケコナハダの石灰化が既に藻体先端部

の最も若い細胞付近で始まること，またこの石氏化開

始部位が半閉鎖空間であることを示す。これは他の石

灰藻から得られた形態学的知見と共通するものであ

る。さらに光合成のさかんな同化部で結晶が特に生長

していることは，光合成と石灰化との関連を強く示唆

するものである。(東京学大・生物)

(9) 0田中良和・岡崎恵観 z 石灰褐藻オキナウチワ

の石灰化開始部位について

藻類における石灰化の機構を解明するには藻の石灰

化開始部位に関する知見が近要で・ある。

演者らは，石灰制藻オキナウチワの石灰化開始部位

の微細桃i告や CaC03結晶の生長過程について観察し，

以下の知l見を得た。

(1) 石灰化は藻休周縁部の分裂細胞の細胞壁表面で

開始され，微小な粒状の結品 (0.111m以下)が盤表面

に沿って形成される。

(勾石灰化開始部位の細胞には，微細11な毛状の繊維

が細胞鍵表面に垂直に分布し，その付近で最初の結品

が形成される。また非石灰藻のウミウチワにはその様

な毛状の繊維は見られない。

(め結晶は上述の閉鎖空間内でアラレ石型の針状結

晶 (2μm以上)に生長し，最終的には藻の生長に伴っ

て外部海水中に露出する。

件)良く生長した結晶の周囲には有機物の enve-

lopeが観察されるが，初期の結品には見られない。

以上の結果は藻の構造が単純で， CaC03の結ti13が

藻体表i耐に露出するオキナウチワにおいても，行!反化

開始には閉鎖空聞が必要であることを示すもので，他

の種々の石灰藻における結栄と良く一致する。

(東京学大・生物)

(10) 0高田英夫*・渡辺剛志紳・仲井武志材・奥田正

男 z食塩高頭培地中の生長からみた Dtm(l，u，eUa

の生理

2種類の DUl1aliellaをef'lこ入れた。それぞれの同

定は，専門家に依頼している(筑波大・千原・原・神

奈川県術研・綿貫の各氏に感謝する)。今回はそのうち

の1種をえらび，日本組物学会大会(広島)・好滋微生

物研究会(第 16回，奈良)の研究結栄に加え，新しい

事実も加えて報告する。食嵐高張端地での生長は，ほ

かの好極性緑色単純l胞生物とかわりはない。 ただ， N

源は N03依存性が強く，しかも切]附によるちがし、を

認めた。有機 N組;!の利用は貧弱であって，ことに，尿

素利用はわるい。これは，アンモニュウム悔の利用度

と関連して考察してよい。食塩依存性は強く， LiCI高

張培地での生長と対照的である。しかし， LiCI高張に

よる阻害からみると，光合成系と細胞分裂系が，相異す

ることがわかった。それは，最終産物，たとえば，細胞

内デンプンの生産からもうらづけされる。さらに，こ

の事実は，他養条件の炭水化物の利用と関辿して考察
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できることがわかった。これらの事実は，DlInaliella 深度等に関係なくすべての績に双方の色素の見HIされ

が，今までの好極緑色単細胞生物とかなりちがった生 ることが分った。イワヅタ目の種が多く浅所にみられ

理作用をもつことをうらづける。 るが，高度に発達した糸状の仮根を礁湖の砂中に挿入

(*帝塚山短大，料クロレヲ工業) して生活する場合が多い。

(11) 0梅沢毅彦・前田昌徹 z 管状緑藻より得られた

敵性多種の性質の比較 (CodiulI晶 latttJuの場合

を中心として)

〔目的〕 管状緑藻類には後身の異なる形質が合まれ

分類学上問題とされている。我々は，藻体の化学物質

の分析結果より分類に関連した考察を統けているが，

今回は細胞壁由来の水溶性酸性多臓の縮性質を，

Codilll/l latulIl :を中心として検討し，その結果を他と

比較した。

〔方法C.latul/l乾燥藻体からの水抽出物には，セ

ルロースアセテート膜電気泳動像， DEAE・セルロー

スータロマトグラフィーの溶出像から多様な酸性多糖

が含まれることが認められた。この駿性多臓のうち，

最的に最も顕著な成分をエタノール分i雨後， DEAE・

セルロースを用いて分別単離した。 Codilllllの他の種，

及び関連する Bηopsu，Cauleゆaなどより同様の多

勝について，諸性質の化学的な比較検討を計il1jjした。

〔結県 C.latlllllの水抽出物に合まれる酸性多糖

のうち主要多糖の単離にはエタノール分同iし，この後

段階捺:Bによる DEAE・セルロースのクロマトグラフ

ィーが有効であった。 flfられた敵性多臓は D ガラタ

トースを主要構成糖とするものであり，これに硫駿:広

の存在も示唆された。(崎玉大.J!1l・生化)

(12) 横浜康継= 底生緑藻の系統と生態とカロチノイ

ド組成

管状緑寝起から Siphonaxanthinとそのエステル

Siphoneinが見出されて以来，その機能は不明のまま

であった。演者等は Siphonaxanthinがアオサ目の

派所傾ヤプレグサにも合まれることを見:11すと同時

に，これら 2種のカロチノイドは共に生体内で540nm

付近の緑色光を特異的に吸収し，その励起エネルギー

を効みがよくクロロフィル aに伝達することをぷす実験

結集を得て，これらが深所性の緑藻にとっては沿岸深

所の緑色海中光下で‘の生活上重要な光合成補助色素で

あるとみなすに至っている。

これらカロチノイドの底生緑藻内での分イfiを概観し

たところ，アオサ目・シオグサ目・ミドリゲ目では，深

所あるいは陰所に特異的な績にだけ Siphonaxanthin

が見出されるが，多篠単細胞の管状緑藻の場合，生育

シオグサ目・ミドリゲ目中には深所や陰所に生育し

ていながら Siphonaxanthinを含まない径が見出され

た。それらは Siphonaxanthinの前駆体であるが緑色

光を特異的に吸収する機能は持たない Loroxanthin

を含有することが分った。この色素は7 リモなどにも

合まれていることが判明し，シオグサ目・ミドリゲ目

の系統分類上注目すべきカロチノイドであるとも考え

られる。(筑波大・下回臨海実験センター)

(13) 0中島研一・猪川倫好z クリプト藻におげる光

合成炭酸固定について

クリプト藻は，淡水・汽水・海水ともに広く分布し，

海洋では異常培殖して赤潮の原因となることもある。

また，光合成色素としてクロロフィル a，Cおよびフイ

コピリンをもち，貯蔵物質としてタリプトデンプンを

形成する。しかし，これに閲する研究は培発条件や，

ANTIAらによるifjjjf(iの Chrool/lonas salina (G ¥yc-

ero¥-grown)を用いたデンプンの代謝について報告が

あるのみで，光合成炭隊Io'il定に関するまとまった報告

は，ほとんどない。

我々は，今回，クリプト誕の炭酸固定経路ならびに，

その後の炭系代謝のJ司節機構を明らかにするために，

淡水産の Cr)'.ρtOlllonasSp.， Ch rOOIllOl/aS Sp.を用い

て，次のような光合成 14C021.'i!定実験を行なった。す

なわち，光合成!4C02181A産物の時間的変動， liij照射

後の陥|占I/.E，炭隊波度・光強度・光波長による影符な

どについて，各l.'il/.E産物の解析を行なった。その結

栄， 14Cは主として 80%メタノール不溶画分にとりこ

まれilfi存Ilhj分中では，初期には主に 3ーホスホグリセリ

ン般にとりこまれることから，クリプト藻は基本的に

は，緑藻類などと同様，カルピン回路による炭酸岡定

を行なっていると抑:定された。しかし，緑藻などとは

かなり異なる点もいくつかみい出された。今回，その

結集について報告する。(筑波大・生物)

(14) 大野正夫z天然青海苔(スジアオノり)の生理

生態

スジアオノリは，副業的に採取されており生産量は

つかみにくいが，年間 100トン(乾)で3億円程度と推

定される。高知県下の四万十川は，ほぼその5割を生

産していると言われる。スジアオノリ漁場は清涼な河
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川に多いが，その生態はあまり究明されていない。そ 果を報告する。 (大阪大・教養・生物)

こで，県下の 3河川の漁場を生理生態的見地から調査

し，また培養により塩分濃度などに対する適応性につ

いても検討を行なった。

スジアオノリは，外洋域の塩分よりわずかに低いと

ころから0.006%oClまで-の河口城に周年にわたってみ

られる。最繁茂期は 12月から翌2月までであるが年

によって夏期に採集できるほど伸びることもある。塩

分濃度による生育差異は，あまり顕著ではないが，低血

分域ほど最繁茂期は綬かい。地養による結果では，

0.004-19.36%0 Clまで正常な生育がみられたが，極

分が高い方が，わずかに生育は良好であった。

降雨や増水があると葉体は急激に短かくなるが，こ

れは淡水化のため業体がいたんだので・はない。今回の

調査でこのような時に水温が変化しただちに成熟現象

が生じて，業体が白くなり消えてゆくことを観察した。

濁りは，スジアオノリの生育には著しい影響を与え，

正常な生育には4-5ppm以下の濁度を維持する必要

があることが認められた。

(高知大・海洋生物センター)

(15) Dirce Mithico YANO YAMAOKA・石川依久

子・今編宏三zホソエガサを用いた形麓形成制御

の実験

環境条件に適応して，藻類が形態を変化させたり，生

活環を変更したりする事実はよく知られているが，こ

れを解析した研究例は少い。 AcetabulariacaらlCulus

の室内培養において，その形態や life-cycleの進行が，

著しく培養条件に支配されることから，どの様な環境

因子がどの様な部位に作用して形態形成を制御するか

について，この培養系を用いて解析することを試みた。

生活環は適当な陥期を挿入することによって後退さ

せることができ，光によって前進させ，傘及び輪生枝は

強光照射によって向調的に形成させることができた。

傘及び輪生枝はし、ずれも細胞先端(成長点)で形成され

るが，貧窒素源下では輸生枝に，豊窒素i原下では傘に

分化することがみられた。

一方，Acetabulariaは，単核巨大綱IIJI包であり，核部

分を除去しでも一定期間内は細胞質部分のみで-成長と

分化を持続することができる。無核細胞の形態形成は

多くの場合，有核細胞にみられたと同様の環境因子

の支配をうけ，情IJ御部位は細胞質('11ザ報発現の場)であ

ることが示唆された。

又，環境因子の支配をうけにくい形態，環境因子の

支配に対する核の干渉などについても二・三の実験結

(16) 0高原隆明*・吉崎誠料・千原光雄*: 管状縁

藻ハネモーツユノイト群 B"1I0psis-Derb倒 的

compl慌の培養と生活史 (3)邦産ウミノタマ属

HaUcllstisの生活史と分類について

ウミノタマ属の藻類は体制が単純であるため種の同

定がむずかしく，邦産のものには正確な種名が与えら

れていなし、。またこの属のある種はツユノイト属の生

活環の一世代の体に過ぎないことが判明しているが，

邦産のウミノタ 7属の生活史は不明である。演者等は

青森県尻屋崎と八丈島から得たウミノタマ属の藻体に

ついて培養により生活史を明らかにし，配偶体世代と

l泡子体世代の体を調べて種の同定を試みた。両藻とも

雌雄異株で 2本の鞭毛をもっ異型の配偶子の接合子

は糸状のツユノイト相 Delおsia-phaseに発達したが，

尻屋崎産のものは D.marilla (ホソツユノイト)に，

また八丈島産のものは D.tenuissima (ツユノイトケ

パ)にそれぞれ形態的に悶ーの体となった。 さらに両

藻ともツユノイト相の体に多鞭毛の，いわゆる ste-

phanokontzoosporesをつくり，それらは発芽して再

びもとのウミノタ 7 相に生長した。それぞれの藻の両

世代の議体を精査した結果から，尻屋崎産の藻は

Halicystis ovalisに，八丈島産の藻は H.parvula 

にそれぞれ同定してよいと結論する。ちなみに，H.

ovalisは既に KORNMANN(1938)により，H.ρarvula

は FELDMANN(1950)によりそれぞれ D.mal.illaお

よび D.tenu issimaの配偶体世代であることが確かめ

られている。今回のl常養結果もそれらの結果と全く一

致する。(*筑波大・生物，紳東邦大・理・生物)

(1η 梶村光男 z紅藻ガラガラ科フサノリ属の一新種

本経の体は柔かい膜質で，桃色乃至淡紅色を塁し，

盤状根から直立し，円柱状，直径2-6mm，高さ 2.5-

11 cm， 5-11回叉状に分岐し，枝の11阪は鋭角で，校に

経れはなく，枝端は鈍頭乃至やや尖り，体の表皮は胞

のう及び同化細胞とから成る。皮下j凶は2-4}1留の球

形一洋梨形一線棒状綱11胞及び糸状細胞から成り，髄は

又状分岐をする糸状細胞から成る中1側l及び中軸から放

射状に{IIIびて皮下賜細胞と述絡して又状分岐をする糸

状細胞とから成る。中軸は体外から透視出来る。色素

体は不規則な帯状である。雌雄異株。雄性配イ肉体の枝

端に限られて雄性配偶子のう斑が形成され，この枝端

成熟部には胞のうが無く，皮層細胞または同化細胞の

先端に細長い雄性配偶子のう母細胞を 1-4個生じ，各
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母細胞の先端に雄性配偶子のうを 1-4個つくる。成 によって韓国西岸から報告された新属で‘ G.koreanum 

熟した雄性配偶子のう斑に散在するlirJ化創11胞の先端に 一種を含む。 j京記載による形態的特徴は次の通りであ

は単胞子のうを 1個生ずることがある。造来校は3倒 る。体は単軸型，不規則に分枝し，粘性に富む。各軸

細胞から成り，器下細胞は縦に分裂して 2-4個となり 細胞は4輸生枝をl1lし，その輪生校下部細胞から下降

そのうち 1個が助細胞となる。造栄枝の第一創11胞から する恨様細胞に覆われる。雌雄同株で四分胞子体はみ

は果皮となる細胞糸を生ずる。受精後造巣器側面また つかっていなし、。造精器は輪生枝表層細胞から作られ

は上部から造胞糸の第一細胞を生じ，生長したi富胞糸 る。雌性器官は輸生校下部細胞より出る特別な枝に作

の先端2-3個細胞が果胞子のうとなる。のう巣は休 られ，介生的にできる支持細胞より 3細胞の造果枝と

の各部に散在して表皮下に埋在し，球形乃至蛍JfJを呈 2細胞の助調11胞枝を出す。助細胞枝の先端細胞が助細

して巣底は湾曲し，頂端には 1個の栄孔を有する。 胞となる。受精後の発達については造果器は助細胞と

(島根大・理・臨海) 直接総合し，その総合細胞から造胞細胞を出すとされ

(18) 0秋岡英承*.正置富太郎料z北海道産無節サ

ン ゴモ均rJoroUtlw叫 scl，品川ultiiと Lltho-

thulItIω1.t1lιjupOlωCUJIι(ミヤベオコシ)につ

いて

著者らは 1972年から現在に至るまで，北海道全沿岸

の29地点に於いて潮間帯から少なくとも水深20mま

でスキューパ潜水により無節サンゴモを採集し，多数

の様本をIl}た。その一部は印刷公表したが，その後更

に詳細に分類学的研究をすすめたところ， 13縞34種

を区別することが出来た。今回はそのうちの興味ある

2種についてのベる。まず Sporolithollschlll idtiiは

主として太平洋の熱帯地方に生育し，北海道では津軽

海峡西日から日本海南部にわたって，水深3-20mの

ところに生育している。本属植物は本邦では今回初め

て報告されたものであり，本径の有性生殖総官が知ら

れたのも初めてである。一方ミヤベオコシは FOSLlE

が1900年に宮部先生から送られた室l踊iの標本をもと

にして記il~したものである。この符iは坑:者らがさきに

使!白'上 LithothalluziulIl“23"としたものであるが，

タイプ標本と比較して本種と同定した。生育はjj[東の

亜寒帯地域には極めて少なく，暖iifO或かその影響をう

けるところに多く，水深の如何に拘らず普通にみられ

る。形態は表面が平滑なものから樹枝状に至るまで変

化が著しく，特にオホーツク海及び日本海に生育する

ものは波状部が殆んどみられず分校の発達したものが

多く，従米の LithothallllliulIIfretellseに酷似してい

る。そこで両種のタイプ標本と比較検討した結果，同

一種と考えた。

(本北教大函館分校・生物，紳北大・水産)

(19) 金子孝本・松山恵ニ*・ O山田家正料 G-lo-

eopltllcus属(紅藻，イトフノリ科)の性質

Gloeophycus属は最近， 1. K. LEE & Yoo (1979) 

ている。

我々はこの種と同じものと判断される材料を北海道

北西ifllの腫潮間怖から得ているが，雌性器官の受精後

の発達過程が G.koreallulIIと異っている。我hの材

料では，受精した造巣器は分裂してまず2細胞になり，

そのうちの先端の細胞が橋大して更に先端方向に小さ

な1個の細胞を分裂する。結果的に3細胞ができるが

中央の大きな細胞が connectingcellとなって助細

胞と総合し総合細胞を作る。造胞細胞はもとの con-

necting cell側から出る。

以上の結果からみて，Gloe~ρhycus 属の形態につい

ては尚調査が必要であると，思われる。

(*道立中央水試**小樽商大)

(20) 0増田道夫・太田雅隆z 紅藻 Rlwdophll-

smnu elegUJ闘の生活史と分類

み;種は北半球の品113告から寒fifにかけて，広く分布す

ることが知られている殻状紅藻である。 GANESAN& 

WEST (1975)， SOUTH & WHITTICK (1976)及び

FLETCHER (1977)によって，生活史の研究が行なわ

れ，四分胞子体のみが存在することが報告されている。

ところが， ROSENVINGE (1910)， T A YLOR (195η 及

び MASUDA(1978)によって雄性配偶体がフィール

ドから報告されていることから，生活史に二型が存在

する可能性が指摘されている。また，藻体を構成する

細胞層の数と細胞の形が異なるとされる種内分類群を

認めるか百かが問題になっている。

北海道の太平洋沿岸から得られた本種について，生

活史，細胞層の数，栄養細胞と生殖細胞の大きさ等を

調査した結栄，本経には遺伝的に異なる二つの個体群

が含まれていることが判明した。一つは室蘭，尻岸内，

函館で採集されたもので，細胞層の数が9-25と多く，

栄養細胞の大きさが3.8-12.5μmX4.5-15.0μmと比

較的小さい。四分胞子の直径は 15.0-22.5μmである。
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他の一つは襟袋で1~J\ られたもので，細胞!討の数が 4-9 州民からなり，クッション状をなす。-1'，:l 、休は']"Jiで

と少なく，栄長紺|胞の大きさは 5.0-15.01ImX5.0- 2-31'J，'の大きな|付川綱1I)j包と 1胞の小さな!J(Ji'i1調IIJ泡か

20.0 11mと大きく，四分)j包子のItU五は 20.0-27.5/1Jl1で らなる。生長とともに，]，氾となり，皮Jd細胞から判徴

ある。 liij者の四分)j包子の出養実験の紡百七 1e河合体はiιl 的な裂が;の側糸が形成される。成熟すると，ふつう

分)jj包子;~あるいは精子良を別々の個体に生じた。後者 }}IJ々 の似体に長岐針形の複 f虫色と倒卵形ないし長倒卵

の四分胞子の発芽体は四分胞子.~のみを生じる例休に 形の単子'泉がslIJ糸の聞に形成される。しかし複f'九を

生長した。 (~t 大.J1H・ll(i物)

(21) 0右田清治・川村纂応 z紅藻ヒメヒビロウドと

ペニスナゴの室内培養

大十村t~拘せで 1悶97乃9i年ド 4 )月Jに採耳集;したヒメヒピロウド

Dudr，口"山，ヘSザ

で 1979il年三 2)月1にt採五集したベニスナゴ Sch川tμzy"川l'川r円川'1111ω4叫z 

dゐ11ルbり汐'yi川;川(ヒカゲ/イトF科}わ)の果)j胞!泡包 fをI陥汚f必tして. I山j傾と

も盤状をなすIJQ分胞 f休と雌I4tの民、日本とのI，hj世代が

あることを/i{f[かめたので報告する。

ヒメヒビロウドの危芽架)j包子は，まず2分裂して1，Ioj

細胞より 1BF管を仰し，待i接ーした分校をlfÌí~il正し似儲状

休に生iどした。このほふく盤状休は 200C，12: 12の日

長条('j:で4カ月後には筏約 1cmに生育し， 1O)Jにな

って|別分胞子を形成放出するようになった。 IJLI分)j包子

禦はI~U::する皮!同調11胞タIjの上部に形成され143状に分裂

する。 )8非四分)j包子は，初めは(反盤状に生長し， 1.5 1J 

月後には任 1mmに広がりその中心付近からiI'(ιヒメ

ヒビロウド休が発山した。直立体はさらに 1ヵ)Jもた

つと 3-5mmに仰び，一部の体の輪生校上に桁子が形

成され.他の休にはj古来器が観察されるようになった。

-)j， ベニスナコeの果胞子はl直接総状型j の，Jê生をj-l~

し， 2ヵ月後には 5-6mmのほふく椴状f+.:に生i乏し，

J環状の|割分胞子t裂を形成した。 I~I分Jl包子は秘状休を経.

て，やがてその中心部より葉状体に発育した。葉状休

の生長はj怪かったが3ヵ月後には 5-7cmに生育し，

一部の休で精子の形成がみられたものの良県の形成

までには毛らなかった。(長崎大・水産)

(22) 0川井浩史・黒木宗尚 z 褐藻 f)('llMIHu'e“
“tlmM"“ta (ニセカヤモ新称，日本新産)について

北海道網心において，初藻 Delal/lar，ω altelllωta

に|品J'Aできる純物を民集した。本線は Dictyosiphon-

ales， Delamareaceaeに属し，北半球の高主主度11'主に広

く分Iiiするが，太平洋西岸での報告はこれが初めであ

る。 t葉集した総体は{民潮線近くのilli神~lI l~'庁1・の計上にナ

ガ 7 ツモ，カヤモノリと混じって叢生ないし単生し，

高さ 8.5cm，i直径1.3mmに達する円十1:状で分後せず，

外側はカヤモノリに似る。また付着;'cijは衡に交錯する

つけた休に単H曜をつけた似体も稲に観察された。

(~t 大・理・ jl白物)

(23) 0中嶋泰・今野敏徳=千葉県小湊に生育する

ノコギリモクの成熟2型について

r1il者らはiYj:'.ド伎の本大会において，千!f県小淡に生

台ーするノコギリモク (Sargassllm serratifoliulI!)に

存不成立MI.(4-7 )J)，秋子，，1以!¥JilI.(8-12 Ji)の 2JWが

存在することを報告した。これら 2WI.に|渇してその後

も継続して調伐を行ない，次のような知見を得た。

① 1977年に胤;訟を附した個体を追跡，調室 (3シーズ

ン)した結架:， 1，I，jl¥II，l、ずれの11団体も王子によりその成立!¥

11年期が変化することはなかった。また，同一個体で年

2凶成熟するものも観察されなかった。

②春季成熟!t;'lの品川本で秋季までごくわずかに ~I:M

:l:HEが残存するfI司体がみられたが，これらの個体数は

極めて少ない。これらの}，J川通らみて 1，loj)~~は生殖的にほ

ぼi隔厳しているといえる。

③タイドプールに生育する個体は大多数が秋不成

熟型であり， i']Vi1制廿に生育する同型のものにくらべて

成熟開始時期がやや早い傾向が認められた。

④生娘器J:Eならびに放11¥卵の大きさを比較した1kli

14，いずれもが李成立担当11.の}Jが大きかった。

(京7j(J、・他物)

(24) 今野敏徳 z ネジモクの 2型について

りj総半!::jのネジモク (Sargasslllllsagamiallum 

YENDO)集1.11を対象にJM{ドにわたって形態・生態的観

察を行なったがi県，本舶には異なる 2!\i~があることが

わかった。その 1iWは総体が大きく ，1fi在りあがった制

状恨，三綾形の主枝，わずかな鋸断のある葉とへラ形の

生納骨it托をもち，赤不に，)Ji;~!\する。他の u引は泌休が

小さく，織りあがりが少ない納状恨，婦、ドな主伎，金

縁の葉としばしば2叉する線状の生有在日出托をもち，秋

季から初冬にかけて成熟する。 l'可型はともに多年生で、

1lf 11r'!tな栄 l~繁明ffjJを有し， i放浪lloJ(の l~JlI ::Hg;下部から~]iJí

深帯にかけて安定した1t干泌を形成するが.垂直分内iの

中国はiiiI者の111.におし、て下}jに広い。

YENDO (1907)， I，Yi]村 (1923-'28，'36)らはともにこ



れらの 2型を S.!、agamiallulIIYENDOとして記載・

図示してし、る。しかしこの 2型は形態的にも生態的に

もかなり明般に区別できるので，それぞれ異なる分類

群とするのが妥当であると考える。(東水大・植物)

(25) 鯵坂哲朗 z コゴメネパリモ(褐議類ナガマツモ

目ネパリモ科)の生活史について

福井県小浜湾のイソモク藻体tに着生するコゴメネ

パリモ (Leatlzesiajapollica INAGAKI)の室内情長で

は，今までナガマツモ目で・みられなかった特異的な生

前史が観察された。

単子潔からの遊定子は，接合せずに発非して. Iおil"l

(15-250C)条件では，他のモヅク矧のI~I/，jt条 ('1:で・みら

れた配{肉体と同様のヤプ状発芽休になる。ところが，

低ilo1.(5-lOoC)条件では，このヤプ状発見:体からシオ

ミドロ科縞物に似た直立体ができて，約2cmまで成

長する。この上に多列円錐形の復子'1躍を形成し，遊F主

細胞を放出する。

この遊走細胞は，接合しなくて.その発芽体の 10%

以下は，同じ配(肉体世代を繰り返し， 90%以上は. I，:;J 

化糸や髄!国細胞を分化して球形のコゴメネパリモ胞子

体に成長する。

この胞子体は，高尚 (15-250C)長日条件では自然の

藻体のように単子漢を形成する。しかし，低槌 (5-

150C)短日条件とlOOC長日条件では，自然の義体には

知られていない細長い多列円錐形の複子'誕のみが形成

されるが，上記の配偶体の複子t災と明瞭に区別できる。

また，lOOC条件では，胞子体から直後にシオミドロ科

楠物に似た直立体が形成されたり， I直立体の側枝とし

て同化糸様の細胞列が形成されるなど，形態学的に胞

子体と配偶体世代が混在した状態の発芽体もみら

れた。 (京大・段・水産)

(26) 奥田弘枝z ワカメ成熟個体葉状部の電顕的観察

一特に表皮膚皮層細胞及び粘液腺の構造について一

目的:近年，電顕を用いで各級藻績の細胞内部の微

細構造が明らかにされつつあるが，本報ではワカメの

:Ji~本的構造を究める基礎的研究の一環として特に表皮

陪，Jj(}醤細胞構造の他に，粘質物の動態の詳細について

不明の点が残されている粘液腺の観察結果を報告する。

方法:瀬戸内海尾道市沿岸で海から録取した禁状i"ftl

をグルタールアルデヒドとオスミウム闘をの二重同定を

行ない，エポン包埋後，光顕用述続切片と電顕用標本

切J¥ーを作製して観察に供した。

結果:表皮隠の最外層は外嘘が肥厚し波状構造を示
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し， 1周-2，3周で長筏5-6μm，短径4-5umの円

柱状をした細胞からなり細胞内物質は密に存在してい

る。 l皮J留では細胞が2-31'母で形成され長径 20μm，短

径 12pm前後で表皮胞の細胞に比べて数倍の大きさ

を示し細胞内物質は稲lに存在している。粘液腺は表皮

下にあり直径約50!lm前後で・厚さ 0.1μmの細胞膜

で包まれ，頂部は表皮上に関口している。これまでに

発表されたワカメ粘液腺の内部構造は均一で内部に無

色透明な頼粒物を有するとされているが今回の観察で

は粘質物のlti'臓俳出に閲巡すると思われる特徴ある所

見が，各粘液腺ごとに認められた。(広島女学院大)

(27) 0園藤恭正・三浦昭雄z スサピノリの赤色型と

緑色型突然変異体の遺伝子分析結果について

スサピノリ (POゆhyrayezoellsis)には赤色型，緑色

型および員色型などがある。本研究では赤色型と緑色

型との交雑実験および貨色型と野生型との交雑実験を

行ない赤色型と緑色型のj宣伝子分析を行なった。異型

接合型の糸状休からは分離してくる一色彩型の禁状体

のそれぞれの色彩型から構成されている区分状斑入り

キメラ禁状休が常に生ずる。したがって次代葉状体の

分離比は区分状斑入りキメラ禁状体のそれぞれの色彩

区分を 1個体とみなしてそれぞれの一色彩型の数に加

えて求めた。

赤色型と野生型との交雑では次代の異型接合型の糸

状体は常に野生型を示した。次代葉状体では赤色型と

緑色型の両親型と赤色型と緑色型の組換型とを生じ，

その比は2-3:1であった。その組換頻度は約30%を

示した。黄色型と野生型との交雑では次代の異型接合

型の糸状体は常に野生~J.を示した。次代葉状体では黄

色型と野生理lの両親型と赤色型と緑色型の組換型とを

生じ，その比は 2-3:1であった。その組換頻度は約

30%を示した。以上の究雑実験結果によれば赤色型

と緑色型とはそれぞれ単一劣性遺伝子をもち，赤色型

と緑色型の遺伝子は同一染色体上に位置している非対

立遺伝子と考えられる。長色型は赤色型と緑色型の遺

伝子をもっ二重劣性の組換型と考えられる。

(東水大・植物)

(28) 0三浦昭雄・園藤恭正: スサピノリの色彩変異

体による自殖率の推定の試み

スサピノリは雌雄同株であるので自殖もしくは他殖

しているはずである。もし自殖率を推定することがで

きれば集問の遺伝的な動きを抱擁することに役立つ。

スサピノリには赤色型，緑色型および黄色型がある。
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これらの変異塑はし、ずれも野生型にたいして劣性であ

り，'1f.色型は赤色刻と緑色型とにたいして劣性である。

また赤色摺と緑色型との聞には相flli性が認められる。

そして劣性と優性の色彩型の交雑組合わせで交雑させ

て劣性の色彩型の葉状体を母藻として次代の糸状体を

l育長すれば劣性の葉状休と同じ色彩型の糸状体と，優

性の葉状休と同じ色彩型の糸状体とが生ずる。劣性の

葉状体と同じ色彩型の糸状体は自殖によるものと考え

られるし，優性の葉状体と同じ色彩mの糸状体は{也殖

によるものと考えられる。そこで劣性の禁状体と同じ

色彩の糸状休と生じた糸状体との比を求めれば母藻と

した葉状休の自殖率を求めることができる。

相補性を示す色彩型の組合わせではそのいずれの色

彩型を母藻としても次代の糸状休には白殖によるi法務

と同じ色彩製の糸状体と他般による野生型の糸状体と

を生ずる。この場合にも同様にほ藻とした葉状体の白

殖率を求めることができる。自然受精した養殖集トHか

らの材料では赤色型で 40%，紋色現で 40-480/0，此色

型で 13-45%の臼殖率が推定された。野生型につい

ては次代糸状体からの次代葉状体の色彩型の検定を行

なえば可能であ る 。 ( 東 ; 水 大 ・ 槌 物 )

(29) 安逮六郎z海藻類(特に海苔)における病症の

原因生物に関する研究 I繊毛虫類

近年，泌議類の各種病症例が各地で起きており，そ

の対策が急務となっている。最近「のりの病気J(1973 

年)が出版されたが，この分野は未発達な段階で， 研

究の緒についた状態である。~者は海藻綴の病症と関

連する生物群を対象として，分員長，病理，環境のl面か

ら研究を進めているが，本回は伊勢湾胤城における繊

毛虫類の級頬を中心に報告する。それは織毛虫綱の全

毛亜綱に所属する種が主体であり， 分類上は Order

Suctorida (吸管虫目)の Tokophlツa属，Podo，ρhrya 

属及び OrderPeritrichida (周毛目)の Vorticella

属 Carchesiullt属 Zoothamiullt等がみられる。

なお，伊勢湾，三河湾では Podophrya属によるノリ

の病症があり，ノりへの被害記録がある。

(三重大・水産)

(30) 0片回 実・今尾和正・須賀久夫z護殖のり生

産の経年変動及び塩分・水温較差分布その他による

三河湾(表層)の水圏区分

本研究は総合研究「農林水産生態系における汚染物

質の循環と指標生物に関する研究」のうち「潮間借生

物の変動と指標性に関する研究」の一部として行なわ

れた。

三河湾では全沿岸にわたってのり凝殖が行なわれて

きたが，主主殖椛集は組成の単純性，採苗・管理の平等

性.生産量抱悔の確実性などからみて，環境指僚とし

ては自然の砂浜・岩礁生物群集よりはるかに勝ってい

ると考えられる。今回は生産量の経年変動を軸とし，

単価・品五分変動その他の内的・外的要素をも併せ11今1外と

して，同湾表問調iについて水l遡区分を行なった。

昭和]37-46年度の三河湾内全沿岸及び知多半向伊

勢湾岸に位置する 51漁協ののり生産資料から，単位漁

家当り，同従業者当り，同柵当り，同漁場面積当り，

同網当り生産量を算出した。まず，隣接漁協聞の相関

係数をtBしたが，地形的な境界がなければ，隣接漁協

聞ではかなり高度な相闘があるはずであるという観点

から，上の 5生産単位のうち後2者については信頼度

がきわめて低いことがわかった。今回は資料としても

っとも信頼がおけるとみられた単位漁家当り，単位附

当り生産|立について解析した結果を報告する。

(東水大・植物)

(31) 0出井雅彦・小体弘 z本邦淡水産 l)il，lo-
'1taω属数種の微細構造について

演者等は現在本邦産の淡水産 Diploneis属につい

て従来の光学顕微鏡に加え電子顕微鏡 (TEM，SEM) 

を使用し，特に彼自主の徴細構造に着目し分類学的見地

から研究を進めている。現在までに新種と思われる 5

taxaを含め 18taxaを識別した。このうち D.fillnica

(EHR.) CL.とD.elliptica (KG.) CL.については昨秋

の日本欄物学会第44回大会でその詳細を発表したが，

今回はその後明らかになった数積について報告する。

D. smithii var. dilatata (M. PERAG.) BOYER， D. 

ovalis var. bipullctata SKV.， D.ρarllta CL.は光顕

レベルではよく似た種類であるが，電顕を用いた観察

により，明らかに異なる条線構造を持つことが明らか

となった。また，D. subpuella n. sp.は，他の縁類で

は条線が外壁と内墜によって完全に閉じられた長胞構

造であるのに対して，内墜を持たないこと，さらに外

壁の点紋が殺縁近くで2列から 3刈に変わるという顕

著な特徴をもつので本邦に岡有の種類と思われる。

(東京学大・生物)

(32) 0南雲保・小林弘z クローン繕養によって

得た'1'，.“c/l.llueω“Hpe，.“(EHR.)CL.の微細構

造について

目 前hyneis属は羽状目 (Pennales)，フネケイソウ
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科 (Naviculaceae)に属する海産珪藻の 1属であり， 紘馬の 16地点を調:宣した。調査地点は標高 100-500

CLEVE (1894)によって Na"['icula属から主u__ 't:させら mで，多くは 300m以上の高地の森林区域内であり，

れたものである。 採集地点より上流は人家や国対1Iの見られない地点であ

CLEVEはこの属の特徴として， (1)数本の縦主総で る。水深 5cmの小石の表面より採集した試料から 33

区画され loculatestriae (小箱条線)となる。 (2)その 版 276種(変種品種を合む)を検出した。これ等のな

loculate striaeは伐壁内面にそれぞれ 1個の関口を かで多くの種を含む属は Navicula，GO/llρhOne/lla， 

もつ。 (3)倣中央に fascia(横帝)をもっ。}，'.¥を挙げて CYlllbella， r1chnanthes， Nitzschiaの5属で、あった。

いる。 また優占種は Achnantheslanceolata， Cocconeis 

すでに奥野 (1950，1953)は，T. a学eraおよび T. ρlacentula var. lilleata， Frustulia rhomboides var. 

jollllson ianaについて電磁による研究を行なっている ほ :pitata，GOIIIρhone/JIa oli"['創出川，lv!elosira var-

が，いずれも TEMによるものであり，特に loculate ians， Navicula gregaria， Na"['icula viridula， Nitz-

striaeの立体的構造に関しては.なお不明の.'.'.i.も伐さ .、ochia lineal刊 Nitzsclzia ρalω Rhoicosρhenia 

れている。 curvata，Syned1'a acus， Syned1'a 1'Ullljうensvar. 

演者らは，クローン鳩先によって得た試料に法づき jillluliaris，Synedra ulnaの 13種であった。今回こ

特に縦溝構造および、波崎構造に注目して観察を行なつ れ等の種のうち分煩学J二，生態学上注目すべき種につ

てきた。その結来，縦機構造では，内裂溝の sta任官UJ

の肋線がひさし:lkに dista妊側に張り U1すこと。およ

いて検討する。 (大阪成践女短大)

び条線を構成する側々の loculusは六角の長方形で (35) 柳本正勝*・ o斎 藤 均 榊 rスピルリナ」保存

内側に 1似の開仁lを持つことなど loculatestriaeの 培養液に共存するらん藻

立体構造が切らかとなった。 スピルリナは米来の蛍自ib;lとして期待されているら

(*日歯j、・生物，料東京学大・生物) ん藻であり，クロレラ・セネデスムスよりも将来性があ

るとされている。

(33) 高野秀昭 2 珪藻 LithQd掛川"，iulU属の 1新種 摂取実績のあるチャドおよびメキシコのスピノレリナ

1978年 10月中旬に大阪湾で赤潮となった政棋の 1 は異説もあるが Spirttlina川仏XIlllaおよび S:pirulina

種を，固定際本と単離士自主主について精企ーした結果， ρlatensisであるとされてきた。ところが演者らが入

LitllOdesllliu川属の新種と認めた。本種は蓋殻任 25- 干したチャドおよびメキシコ 111米の「スピJレリナ」保

65μmで，釜伎の殺l頁i血iは2極-6極と変化があり f?Nf養液には明らかに!JI<なる議が共存していることが

環部面視でも多少ゆがむことあり，かなり変形に富ん 必められた。そこでピペットj必勝法により純粋分離を

だ種である。蓋殻の放射小=tL列は， 10ρmに30個の ，試みた。

単純な'Hlからなり，電顕でなければよく見えない。 チャド山来の「スピルリナ」からは Sρirulinamax-

ifiiのものはせいぜい 2細胞がほ細胞のJJfHH;でつなが illほとチャド Aが分自11:され 2続類であった。 メキシ

るか，殻It!fuiを峻してつながる。ところが静i位J庁長で コ由来の「スピノレリナ」からは S:piru!ina:platensI5 

は， 6-8 細胞がやや離れて，殻壬~m~からIl\る *111 '11'でつ 以外にメキシコ A，メキシコ B，メキシコ Cが分離

ながり ，km管は各細胞1mで‘異なった側にできる。 され 4種煩で‘あった。いずれもらん藻である。

三本種は大阪湾のみならず，隅凶川MI-1城にも 9)]に メキシコ C は Sρirulina lIIaxi/JIa， S:pirulina 

発見された。本州市部のinJ口域ではふつうにみられる ρlatensisとら旋の帖¥， II~ 隙はあまり変らないがら旋が

1径と思われる。本タクソンの経名，形態の記述，隠| 切れずに長くなることが特徴である。

示は，東ifJj水lj}f報第 100号に行なった。 1，000Iux，300C で静位指l~し，その液中の藻を観察

(東海区水田り するとチャド A は大きなら肱:WJ.を示し， メキシコ B

(34) 造力武彦 z 淀川水系山地帯の付着淡水珪藻の

taxaの検討

演者は淀川水系山地借に所在する神111，禅定守， i易

屋谷，山科，醍醐，事11末(上村)，桃俣(上11l， ;11:11¥)， :'i'i 

橋，Vlj青山， Hihli，大布施，下杉阪，杉阪口， ih船，

は;長いがら旋型を示さず，メキシコ Aは短かく殆んど

IU線的な形であった。 ところが 6，000lux， 300Cで往

復振浸情義(振帆 7cm， f辰i徒数 140rpm)するとこれ

らはかなり似た形を示した。

(*農水省・食総研**浅井研)
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(36) 0柳本正勝*・斎藤均料z新しい大型スピル

リナ Sp白叩tu，首あ“ 'ttltl'a叫Utrriln“

iiiJ報で・述べたチャド Aに注目した。 チャド由来の

「スピルリナ」保存法養液は在米チャド大使館員によ

り採取され波辺・ ff本両博士を経て入手したものであ

るがこの!ifl~液中ではチャドAは多くの場合服かくら

旋7釈を示すかど、うか明硝でない。ところが純粋分i~1Iす

ると長くなり明確にら旋t\~lを示す。

従うIEスピノレリナはろ過による収穫が可能なことが大

きな長所とされてきたのであるがSρirulinalIIaxu仰

を通気的蒸して件たl主義淡を市販のガーゼを三枚取ね

てろ過すると 20.8%の藻休しかガーゼ上に残らない

がチャド Aだと 99.7%の藻体がガーゼ上に残る。

チャドAはIIjJらかにらん藻でありまたら腕1引を示す

ことから Sρirulina属と認められる。ところが 1，000

lux， 300Cで静止iff養した場合 Sρirulinamaxi川d

のら腕の帆および間隙がそれぞれ 37.9-45.4f1mおよ

び37.9-48.0μmであったのにたIし.チャド Aは91-

572μmおよび 286-1，040μmと明らかに大烈であっ

た。しかもら旋の数も多くしばしばその全長はdliJ定で

きず 1cm近くになりそうで‘あった。

このような大型のスピルリナは未だに報告されてい

ない。そこで新績と認め Spirulinaultramaximaと

名付けた。 (*農水省・食総研，料浅井研)

(37) 0渡辺途子*・渡辺真之*・斎藤 実料z飾的←

川'Astl"UU品C1UWtOCCl・αsにおける温度による箱射

数の可逆的変化について

放五点綴 Staurastrullt属は，1頁面観の桁i射数が種の主

要な村徴のひとつと考えられている。 S.chaetoceras 

は，二編制科、であるという点で特徴づけられている。

がi者らが， i差ケ浦から分離倍養した同組と同定され

るクローン附主主株を， 16時間明期， 8時間陥期， 4，000 

luxの光条件下で， 50C， lOoC， 150C， 20oC， 250C， 300C 

の11rI1I支で 1カHI潟地養したところ. 'I~胡J数は 150C を

境にして高Utl¥.で・は 90%以上の{凶体が二脳相称となり，

低慌では約 9070の個体が三幅相称となった。

更に，三11将相称の個体を 200Cで光条例ーを変えずに

1カ月間l当役したところ，大部分の{闘休が二幅相J肉、に

なった。

以上の結果から，S. chaetocerasの附射数は，制度

条('1のi郎、により二析から三編へ，あるいは三細から

二幅へと，可逆的に変化することがわかった。

このような現象を，Stau.rastru.m属のrmの分類にど

のように反映させるかについても述べる。

(*国立科|札料筑波大・生物)

(38) 0野崎久義*・加崎英男林z 本邦新産種 P仰ド

(lol'ina，刷 ticoccaRAYBURN & STARR 1974 

(Chlorophyta， Volvocales)について

I古川dorinllIlniCOCCllはその特徴として，一細胞に

~f1司の basal pyrenoiclを有し，段高 32(闘のm休を制

成する細胞がゼラチン樹肢の中で互いに分離して配列

するという Rlldorina!t:f!，に r~~f以した形態を有する新附

として 1974年に RAYBURN らが記 e放したものであ

り，本邦産の|司簡に|対する報告は今のところない。

演者らは判11条川県，三浦半);!jの池より係取した

PaJldorina Illlicoccaの無性生殖と千羽生生殖の全過料

をl長養条件下で詳細に観察した。世無l正〔性生殖に|闘剥して，

fミ勺71ldo仰ruza川110ωruυF川，μ1 BORY と区別する上でで‘〉オ斗本4ド与，:続の E瓜R 
要な特f徴設と忠われるる4点l

は RAYBURNら (ο19釘74伺)の報告とほぼ同一でで、あり，

gone colonyの]形砂仇j成必に|凶対してtは主より詳創制Hに在観l見t察する

主事事h打4カが:で、きた。

(*鹿!芯高校，料都立大・理・自然史)

(39) 0楠元 守・高木勝行z 本邦産 P倒 ulOl・白川

UtOI"U1Jるの，;'，・ vitroにおける有性生殖について

P. l/lorUIIl の有性生殖については COLEMAN

(1959)・野崎ら (1978)・樹元ら (1979)の報告があるが，

有性生殖を誘起する条件についての検討は行なわれて

いない。

演者らは，水|到の表土から乾燥土法によって採集し

た P.1Il0rUIIlを.二相陥地を用いてクローン附設を

行なL、，予Tiil実験の結巣有性生殖に関与すると予処!さ

れた光・温度などの条件について検討を行なった。

その結果，①有性生舶の誘起は，相flli的クローン混

合前の光条件によっても異なり，混合前に光に当てて

おいたものは， 1I1''i!.I.¥下においたものより早かった。③

有性生殖は， j{lrJli的クローン混合後の光条件によって

異なり， 陥-J以下.で、は有性生殖は起らず4，000ノレタス以

上では早く起った。③有性生殖は温度によっても災

なり， 50Cでは起らず， lOoC以上では接合子が形成さ

れた。④相rlli的なクローンでも，組合せによって有性

生殖誘起の早さや峻合子形成に差が認められたので，

地域的隔離についても検討した。

(神奈川県教育センター・生物)



(40) 0原慶明・堀口健雄・千原光雄z赤潮を構成

する鞭毛藻の分類学的研究1I. OlistlwlUscus 

と Hetel・osi(/III((.について

i:i)宇佐の赤潮に 111現する主要な鞭毛謀の 1つに

Olisthodiscusがある。この属は CARTER(193η に

より， O. luteusを基準績として設立され，細胞の色調

と不等2本鞭毛をもつことが主な理由で貨緑藻綱にl泣

かれた。しかしその後のタリプト藻綱や1賞金色藻綱へ

と移されたが，いずれの場合もその恨拠は薄弱で，こ

の属の帰属に関する見解は混沌としていた。

一方 HADA(1968)は瀬戸内海の赤潮に出現する 2

種の微小鞭毛藻を Heteros信maakashiwoおよびH.

inlandicaと記載し，それらが不完全ながら縦務と横

溝をもつことで渦鞭藻綱に所属させた。

最近になって， LOEBLICH 111 & FINE (1977)は光

顕，電顕による形態観察の結果や光合成色素の組成の

特徴をもとに，上記2属は同属で，しかもラフィド務

綱(=緑色鞭毛藻綱)に所属し，Chattollella属の同物

異名であると結論した。

本研究では本邦沿岸の赤潮発生水域の水あるいは氏

士から分離した OlistlwdisCllS3株と広)::j水試保存の

Heterosigllla 2株， Cambridge Culture Collection 

の Olistlwdisc・'/IS1株を用いて，光顕・電顕レベルの

形態観察を行ない，OlisthodisclIsと[-{e/erosigmaと

の関係およびそれらがL、ずれの綱 (Class)に属するか

の分類上の所属について考察した。(筑波大・生物)
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(41) 0堀輝三・井上勲・千原光雄z 日;本産ピラ

ミモナス属(ブラシノ藻綱)の研究 L その微小形

態について

ピラミモナス (Iう'ralllilllollas) は，数手~(を除くと体

長はほぼ 15μm以下の緑色鞭毛藻である。この生物

の績の分類同定は，従来細胞サイズ，形状，鞭毛数，

:策:緑休の形状，限.....~の数と位置，ピレノイドの形状，そ

の他の光顕的に識別容易な形質に依っていることは，

他の多くの微小鞭毛藻の場合と同じである。

近年微小生物の電顕的研究が盛んになり，ピラミモ

ナス属の多くの径の体表と鞭毛面が数穫の鱗片 (scale)

によって覆われていることが明らかになった。しかも

その複雑な形状が種に特異的なものであるとされ，鱗

)十構造が明らかにされなければ績の同定が難しいとさ

え言われている。ところが P.orientalis complexの

12株についてその鱗片構造を比較研究した PENNICK

et al. (1978)の結果は，各株はそれぞれの特有な構造

を示しつつも，株聞には種々の相異が存在することを

示している。

そこで，われわれは日本各地より採集した海産ピラ

ミモナス属6株を用いて，上記鱗片構造以外に細胞の

微小解剖学的特性の比較調査も併せて行ない，種の性

絡を明機にすべく努めた。注目した主な微小解剖学的

特徴は，限点の構造，葉緑体の構造， ピレノイドの構

造，鱗}十の分布様式， NTの分;{ti様式.等である。

(筑波大・生物)




